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新年あけましておめでとうございます。 

 

 １年前。 

 

 遅れる復興、長引くデフレと経済の低迷、主権への相次ぐ挑発、そして、教育の危機。就

任６日で迎えた元旦は、みなぎる意欲と使命感の一方で、重責への緊張感でいっぱいであ

ったことを思い出します。 

 

 それから１年。 

 

 経済政策の大転換、TPP交渉への参加、震災復興の立て直し、オリンピック・パラリンピッ

クの誘致、消費税。さらには、ＮＳＣ（国家安全保障会議）と国家安全保障戦略を新

たに創り、防衛大綱を見直す。「決断」と「行動」の３６５日は、長く厳しい道のりでありまし

た。 

 

 しかし、「強い日本」を取り戻す戦いは、始まったばかり。今後も、長く厳しい道のりを、緊

張感を持って進んで行く覚悟を、一年の始まりにあたって、新たにしています。 

 

 大震災から３度目の元旦となる本日も、避難生活の中で迎える方がまだまだいらっしゃい

ます。住宅再建を進め、次の元旦こそは、できるだけ多くの方に、新たな住まいで迎えていた

だきたい。東京電力福島第一原発の廃炉・汚染水対策を着実に進め、原発事故により避

難生活を余儀なくされている福島の皆さんにも、一日も早く普通の生活に戻っていただきた

い。 

 

 その思いで、復興をさらに加速させてまいります。 

 

 日本経済は、「三本の矢」により、マイナスからプラスへと大きく転換しました。しかし、２０

年近くにわたってこびりついた「デフレ」からの脱却は、いまだ道半ば。「強い経済」を取り戻す

べく、引き続き、全力で取り組んでまいります。 

 

 その目指すところは、頑張る人たちの雇用を拡大し、収入を増やすことです。景気回復の

実感を、中小企業・小規模事業者の皆さんをはじめ、全国津々浦々にまで、必ずやお届け

してまいります。 



 

 一年の計は、穀を樹うるに如くはなく、 

 十年の計は、木を樹うるに如くはなく、 

 終身の計は、人を樹うるに如くはなし。 

 

 中国の春秋時代、名宰相と呼ばれた管仲の言葉です。 

 

 目先の課題への対応も重要ですが、十年先、百年先の日本の未来を切り拓いていくこと

も、忘れてはなりません。そして、そのためには、小手先の対応ではなく、将来のあるべき姿を

見定めた、真の改革が必要です。 

 

 相互依存を深める世界において、内向きな発想では、もはや日本の平和を守ることはでき

ません。日本が、これまで以上に、世界の平和と安定に積極的な役割を果たす。この「積極

的平和主義」こそが、我が国が背負うべき「２１世紀の看板」であると、私は確信いたしま

す。 

 

 国民の生命と財産、日本の領土・領海・領空は、断固として守り抜く。そのための基盤を

整えてまいります。 

 

 人づくりこそは、「終身の計」。日本に生まれたことに誇りを持ち、高い学力と豊かな人間性

を兼ね備えた人材を育んでいく。そのための教育再生を、着実に実行してまいります。 

 

 さらに、「国のかたち」を表す憲法についても、制定から６８年になろうとする今、時代の変

化を捉えた改正に向けて、国民的な議論をさらに深めていくべきであると考えています。 

 

 昭和２６年の元旦。振り返れば、日本は、いまだ占領下にありました。その年に結ばれ

た、サンフランシスコ講和条約と日米安全保障条約から、戦後「日本」の歩みが始まりまし

た。 

 

 そして、平成２６年の元旦。現代の私たちもまた、日本の「新しい国づくり」に向けて、大

きな一歩を踏み出すべき時です。 

 

 戦後以来の大改革を進めるのは、簡単なことではないでしょう。もとより、困難は、承知の

上です。 

 



 しかし、今あるのは、未来への希望です。なぜなら、先の総選挙と昨年の参議院選挙にお

いて、国民の皆さんの力によって、政治が大きく変わったからです。そして、経済も変わりまし

た。さらに、社会も変わりつつあります。 

 

 国民の皆さんには、その「力」がある。私は、国民の皆さんと共であれば、いかなる困難も

乗り越えられる。「誇りある日本」を取り戻すことができる。新年のスタートにあたって、改め

て、そう思います。 

 

 最後に、国民の皆さんの一層の御理解と御支援をお願い申し上げるとともに、本年が、皆

さん一人ひとりにとって、実り多き素晴らしい一年となりますよう心よりお祈り申し上げます。 

 


